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私たちは、地域のみなさまに安心で心のこもった医療と介護を提供します。

健 心 会 が 発 行 す る 地 域 の 医 療 情 報 誌
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■今回は「整形外科」で行われている手術、特に脊椎手術
についてドクターにお聞きしました。
Q. 神戸ほくと病院で行っている脊椎手術の件数は年間ど
れくらいでしょうか?
A. 平成29年の脊椎外科の手術件数は244件（整形外科全
体で405件）でした。首の骨（頚椎）から背骨（胸腰椎）、仙
骨までの全ての脊椎に関する治療を行なっています。
Q. 頸椎、胸椎、腰椎、仙骨の疾患はどのような疾患があり
ますか?
A. ヘルニア、狭窄症（変性疾患）、骨折、がん、感染（結核、脊
椎炎）、骨化症、背骨の曲がり（側わん、後わん）など様々な病
気があります。当センターではこれら全てに対応できます。

Q. 脊椎・脊髄疾患の症状は?どの様な症状があれば受診し
たほうが良いでしょうか?
A. 頚部痛、背部痛、腰痛、手足のしびれと疼痛が主な脊椎
の症状です。
どの程度までなら自宅で様子をみていても良い、と一概
に言うのは難しいです。いつも患者様に申し上げるのは、
「痛さメーター 5/10以上が持続する」「箸が使いにくい、
ボタンが止めにくい、字が書きにくい」「痺れ、痛みの為に
500m以上連続で歩けない」などは黄信号です。「熱があっ
て背中が痛い」「じっとしていても痛い」「痛くて眠れない」
「足関節が全く上がらない」「尿が出にくい」などは赤信号
です。脊椎外科医の仕事の半分は「痛み・しびれの原因を
つきとめる」「手術にならない様に保存的加療を行う」こと
ですので、上記の様な症状がある時は遠慮なく受診される
事をお勧めします。
Q. 脊椎疾患の治療法を決定するにはどのような検査が必
要でしょうか
A. まずは詳細に主訴と病歴、既往歴を伺う事が重要です。
通常のレントゲン写真撮影で治療の方向性をある程度決定
します。必要と判断されればCT、MRIを施行します。症例
によっては詳細に病態を捉える為に採血検査、脊髄腔造影
検査（ミエログラム）や、疼痛の原因を特定する為の神経根
ブロックが必要になることがあります。
Q. 主な治療法はなんでしょうか?
A. 保存的加療と観血的加療（手術）です。脊椎疾患は手術

脊椎センター特 集

平成29年の脊椎センターの手術の内訳

※ バルーン
　椎体形成術 3件
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をしなくても治る病気はいくらでもあるため、最初は適切
な保存的加療を行います。保存的加療には内服、座薬、リ
ハビリテーション、コルセット、注射に加えてブロック療
法（硬膜外ブロック、神経根ブロック）などがあります。ブ
ロック療法は一時しのぎだけではなく、効果が持続する方
も多くおられます。また、椎間板ヘルニアには2018年8月
からヘルニコアという椎間板ヘルニアを注射で治療する方
法が認可され、当院でも行っています。
Q. 手術をした方がよいかどうかは何が決め手になりますか
A. 先程示した「黄信号」の症状の中で、保存的加療が無効
であると判断された場合、手術を考えることになります。
疼痛が強く持続する場合、麻痺が短期間に悪化する場合な
どが当てはまります。「赤信号」の症状の内、症状が重症な
麻痺症状が手術の決め手になります。私達は手足の筋力を
0-5の6段階で評価しますが、2以下になると明らかに重症
で、足でいうと「下垂足」が当てはまります。「尿が出にく
い」「お通じができない」「便意、尿意がわかりくい」という
症状のである「膀胱直腸障害」は発症してから出来るだけ
早期に手術を行わなければ回復しにくいことがあります。
Q. 手術にはどの様な方法があるのか?
A. 大きく分けて脊椎の手術は、神経の圧迫を取る「除圧術」
とグラグラする骨の動きを食い止める「固定術」の2通りで
す。ヘルニアを取るヘルニア摘出、狭窄症の圧迫を取る拡
大開窓などが除圧術です（図1）。

固定術は釘とそれを繋ぐロッド（棒）、ケージ（つっかえ棒
の様なもの）を組み合わせて行います（図2）。

これらを組み合わせることによって、脊椎の変形の矯正な
どの複雑な手術も行えるようになっています。

Q. 高齢でも手術は受けられますか
A. 当院ではご高齢の患者様にも手術が必要と判断される場
合は手術を検討します。4年間に80歳以上の患者様322名に
手術対応を行い、ほぼ良好な改善を得ることができていま
す。超高齢の患者様特有の問題点と対応策も判明しており、
当院では高齢を理由として手術を断ることはありません。
Q. 癌の脊椎転移の方の手術について
A. 日本人の2人に1人ががんになり、その内約30%の方に
背骨への転移が生じます。今、転移性脊椎腫瘍は大きな問
題になりつつあります。がんの背骨への転移は疼痛を生じ
てから平均7週間で四肢麻痺を生じるとされており、私達
は患者様の生命予後や全身状態を十分に検討した上で、転
移性脊椎腫瘍にも手術対応を行っています。残念ながら脊
椎のがんを取り去ることはできませんが、麻痺と疼痛の改
善により自宅での生活が出来るようになり、放射線治療や
化学療法も手術後に行える様になる患者様も居られること
から、生活の質の向上を望まれる患者様には手術の選択肢
を説明しています。
Q. 術後のながれについて
A. 早期にベッドを離れて歩行練習を開始することを心が
けています。術翌日から座り、トイレ移動は看護師介助で
行います。リハビリテーションも翌日から始まります。術
翌々日には全てのチューブ類の除去と歩行を開始します。
7日目を目処に病状を患者さんだけでなく、ご家族にも説
明し、ここで退院日が決まる事が多いです。8〜10日目に
ドレッシング材を除去し、14日前後でほとんどの患者様が
退院されます。
Q. 神戸ほくと病院脊椎センターのモットーをおしえてく
ださい
A. ◦�まずは徹底的な保存的加療を行い、必要と判断されれ

ば手術のお話をします
◦�無理・無駄な治療をおすすめしません
◦�納得いただける治療のために説明の時間を十分に取
るように心がけます

◦�高齢者（80歳上含）、合併症の多い方（透析含）の方で
あっても治療の可能性を検討します

◦正直に合併症、治療の限界のお話をします
◦�神戸大学脊椎グループ、地域の整形外科・神経内科・
脳外科の先生方と積極的に連携し、安心の和が広がる
ように心がけます

除圧術の例・腰部脊柱管狭窄への拡大開窓術：腰の関節を
温存して除圧を行う

高田 徹 医師

固定術の例・腰部脊柱管狭窄症への後方進入椎体間固定術

①椎弓根スクリューで固定

②除圧

③ 椎 間 板を掻 破し
てカーボンの支えを

（ケージ）を入れる。

図2

図1

昭和43年12月31日山口県生まれ
出身大学：神戸大学医学部
医局：神戸大学整形外科
 整形外科専門医
 脊椎脊髄病外科指導医
 平成27年から神戸ほくと病院脊椎センター長

プロフィール

今回の写真の手術の執刀と、
記事の質問に応えていただきました。
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院 長 山 下  誠 三 先生

山下整形外科

神戸大学大学院整形外科脊椎外科学部門

☎078-596 -6210

☎078-382-5985

〒651-1233 兵庫県神戸市北区甲栄台 4-3-17

〒 650-0017 神戸市中央区楠町 7-5-1

2000年（平成12年）に、神鉄鈴蘭台駅前に山下整形外科を開院し
ました。整形外科クリニックですが、私自身が内科医から整形外
科医に転身した経歴があり、整形外科専門医・スポーツ医として
骨・関節疾患・スポーツ外傷及び障害を中心に診療しております
がそれ以外の患者さんの訴えにもできる範囲で対応するよう心が
けています。その上で、地域の他の医療機関との連携を深め、地域
医療に役立てればと日々診療しております。

診 療 科 目 整 形 外 科 、 呼 吸 器 科 、 リハビ リテ ーション 科

地 域 医 療 連 携

近 隣 医 院 の 紹 介

地 域 の 皆 様 に 安 心で 心 のこもった 医 療と 介 護 を 提 供 するため 地 域 医 療 連 携 を 推 進しています。

「 神 戸 大 学 大 学 院 整 形 外 科 脊 椎 外 科 学 部 門 」との 連 携

整形外科の高田先生には、これまで脊椎疾患の手術で大いに助け
ていただきました。北区の脊椎疾患の拠点になってほしいと思い
ます。また、緊急の MRI 検査や入院にも快く引き受けて下さり、
感謝しております。今後も北区の医療連携の中核になってほしい
と思います。

◎神戸ほくと病院に期待すること…

神戸ほくと病院

平成２７年に神戸ほくと病院が移転新設を行って以来、神戸大学整形外科 脊椎グ
ループとの連携をしています。高度技術を要する脊椎手術の症例数は多く、患者
様に最善の治療や手術を受けていただく為に、当院の高田脊椎センター長と脊椎
外科学部門 特命教授の西田先生を中心とする脊椎グループの先生方との連携に
より脊椎手術を行っています。

神戸大学整形外科 脊椎グループのチーフを担当しています西田康太郎と申します。大学病
院における手術枠の制限から、神戸ほくと病院との連携を開始して８年目を迎えました。その
間、高田 徹 脊椎センター長と密に連絡を取りながら、大学からも多くの患者さんを受け入
れていただいております。徐々に機材も充実し、今では大学病院に負けない設備や機器、看
護師や技術者も揃っており、安心して効率よく手術を施行することが可能になっています。
本年度は大学から神田 祐太郎 医師を派遣し、医師団もさらに充実いたしました。脊椎疾患に

苦しむ患者さんは増える一方であり、高齢化や内科的合併症の存在など問題は山積しています。私共、脊椎グルー
プと神戸ほくと病院脊椎センターはさらに連携を密にしながら、質の高い脊椎外科医療を提供してまいります。

神戸大学大学院整形外科　脊椎外科学部門　特命教授　西田康太郎
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形成外科・美容センター �新体制のご案内

乳腺外科の診療開始についてご案内

平成30年10月より、皐月玲子医師が着任。1階形成外科外来診療を開始いたします。

こやまクリニック形成外科・美容センター長

当院の特色

乳腺外科 外来の目的

▼和歌山県立医大卒
▼慶応大学留学
▼米国メリーランド州立大学留学
▼帰国後、多くの病院で乳腺外科を立ち上げ、
　がん診療連携拠点病院の整備を行う
▼北里大学に異動
▼乳腺・内分泌外科科長神戸大学附属病院に着任
▼現在、乳腺内分泌外科特命教授診療科長

皐
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月 玲
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子武
たけかわ

川　力
ちから

谷
た に の

野 裕
ゆういち

一

 美容外科、美容皮膚科、形成外科

▼名古屋市立大学医学部卒業
▼東京都済生会中央病院研修医
▼ 神戸大学医学部附属病院形成外科・美容外科新日鐵広畑病院形成外科
▼大分市医師会立アルメイダ病院形成外科
▼ 神戸大学医学部附属病院形成外科 美容外科川崎病院形成外科医長
▼こやまクリニック形成外科・美容センター長

▼金沢医科大学医学部卒業
▼医学博士
▼福井県立病院形成外科 副医長
▼金沢医科大学形成外科 助教
▼ 淀川キリスト教病院形成外科 副医長三田市民病院形成外科 医長（診療科長）
▼ 神戸大学形成外科 臨床講師

0120-437-904

078-581-1123

午前：9:00〜12:00　午後：14:00〜17:00（火曜：15:00〜17:00）
夜間：17:00〜19:00 

午後：14:00〜17:00毎週 火曜日

 形成外科一般、特に眼形成外科、 
レーザー治療、美容外科

目・鼻・輪郭など顔面の美容外科を得意としておりま
す。治療内容としては、日帰りのプチ整形から骨削り
まで幅広く行っております。また、しみ・しわ・たるみ
に対するアンチエイジングとして、美肌治療も併せて
行っております。「見た目」に関して、少しでもお悩み
のある方は、ぜひ一度ご相談くださ
い。患者様に合った一番良い治療法
をこ提案できると思います。

神戸市北区の方々に安心して受けて頂ける乳がん
検診と診断を提供させて頂きたいと考えていま
す。乳がん治療については、神戸大学附属病院、国
際がん医療・研究センターと協働し、最高の医療
を提供させて頂きます。他院での検診、診断、治療
などで気になる方も気軽にこ相談ください。

病気やケガなど健康保険の適応となるものが形成外科。さらにキレイにしたい方々の希望にお応えするものが美容外
科、美容皮膚科です。いずれも診療できることが当院の特徴です。ぜひお気軽にこ相談ください。

乳がんは、早期に発見すれは、90%以上が治ると言われています。早期発見なら乳房を温存するなど、自分の希望する
手術法や治療法を医師と相談して選択できる可能性も高いからです。
乳がんが「見つかる事」が恐い事なのではなく、「知らないまま」が恐い事。あなた自身の身体と生活を守りあなたを愛
する人たちを悲しませないために、「自分でできる事」と「ちょっと勇気があればできる事」を知り実行しましょう。乳
がんの検査と治療は、乳がん専門の診療である「乳腺外科」でおこなっています。

これまで形成外科疾患の診療を幅広く行ってきました
が、最近では 特にまぶたの治療を積極的に行っていま
す。まぶたが上がりにくい眼瞼下垂症や逆まつげ（眼瞼
内反症）だけでなく、二重瞼などまぶた周辺の美容外科
診療を含、みなさまに満足いただける治療を目指してま
いります。また、レーザー治療などさま
ざまな治療方法から、美肌やアンチエイ
ジングにも取リ組んでまいリます。

新設診療科のお知らせ

専門分野

経 歴 経 歴

経 歴

乳腺疾患（主に乳癌）の診断と治療専門分野

Tel

Tel

診療時間

診療時間診療日

専門分野

※詳細お問い合わせください※予約制です。

※予約制です。
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在 宅 ほ く と

施設紹介

新人紹介

お知らせ

■谷上あんしんすこやかセンター　

■居宅介護支援事業所ほくと

■介護保険サービスの利用者負担割合が変更されました

所得区分 自己負担割合

本人の合計所得金額
220万円以上

下記以外の場合 3割

本人を含めた同一世帯の65歳以上の方の年金
収入とその他の合計所得金額が
※単身：340万円未満
※2人以上：合わせて463万円未満 2割

本人の合計所得金額
160万円以上
220万円未満

下記以外の場合

本人を含めた同一世帯の65歳以上の方の
年金収入とその他の合計所得金額が
※単身：280万円未満
※2人以上：合わせて346万円未満 1割

本人の合計所得金額　160万円、64歳以下の方

高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活を続けていく
ためには、地域の中で高齢者の皆さんを支える体制が必要です。「あんしんす

こやかセンター（地域包括支援センター）」は、このような体制を支える中核基幹として
神戸市域において概ね中学校区に１箇所の割合で、市内全域に76ヶ所設置しています。

参加していただいた住民
の方々に、声をかけるこ
との難しさ、大切さを体
験していただきました。

神戸市では平成30年4月に『神戸市認知症
の人にやさしいまちづくり条例』が制定され
ました。あんしんすこやかセンターは高齢に
なっても安心して暮らせるまちづくりを応援し
ています。その一環として、高齢者声かけ訓
練を実施しました。

「9 月から仲間入りしました。皆
様のお役に立てるよう頑張りま
す！毎晩主人とお酒を飲むのが
楽しみです。」

ケアマネジャーの吉野です！

▼認知症高齢者声かけ訓練を行いました

介護保険のサービスを利用するとき、相談にのってもらえる事業者で
す。本人や家族からの依頼により、要介護認定の申請も代行します。

申請代行の費用は通常無料です。ケアマネ
ジャーが要介護や要支援の認定を受けた方
について、どのような介護サービスが必要か
を判断し、本人や家族の希望を踏まえ、具体
的なケアプランを作成します。ケアプラン作
成についても利用者の負担は原則としてあ
りません。

介護保険サービスの利用者負担について、これまでサービス費の1割または2割負担でしたが、平成30年8月から、
65歳以上で現役並みの所得のある方は、負担割合が3割に変更になりました。要介護・要支援認定を受けた方は、
毎年7月頃に市町村から「負担割合証」が交付されます。「利用者負担の割合」の欄で負担割合をご確認下さい。

負担割合証

何かお困りですか？
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介護老人保健施設 シルバーステイあじさい

活動紹介 ■デイケアでのリハビリ内容の紹介

▼全体体操

▼マシーントレーニング

▼コグニサイズ

▼小集団リハビリ

▼個別リハビリ

■地域での活動

▼自主歩行練習
全利用者を対象に介護スタッフによる
準備体操とリズミック体操、セラバン
ドを使用した低負荷の筋力トレーニン
グを実施します。

6種類のマシーンが設置してあり、上
肢、下肢、体幹の筋力増強や持久力の向
上を図ります。目的別に筋力を鍛えられ
るため、利用者の方の弱い部位を補う
ことができます。

「コグニサイズ」運動と認知課題を組み合わせた取り組みの総称を表し
た造語です。コグニサイズの目的は、運動で体の健康を促すと同時に、脳
の活動を活発にする機会を増やし、認
知症の発症を遅延させることです。これ
をリハビリスタッフと介護スタッフによ
り少人数制で行っています。

8〜10名の少人数でリハビリスタッフ
と介護スタッフが平行棒を使用して行
います。座位や立位での筋力トレーニ
ング、バランス練習や立ち上がり練習
を実施します。

要介護の利用者を対象にリハビリ
スタッフと個別にリハビリを行い
ます。内容は対象者によって変わ
りますが、理学療法士がストレッ
チ、筋力トレーニング、バランス練
習、歩行練習、階段練習など必要
に応じて実施します。また、言語
障 害 や 嚥 下
障害を有する
方 に は 言 語
聴覚士による
リハビリを実
施します。

谷上あんしんすこやかセンターと協力して、広陵町・小倉台ふれあい
のまちづくり協議会様や近郊の自治会様の開催する集まりに定期
的に参加をさせていただいています。内容は体力測定や介護予防に
対する座学：脳トレ、認知体操等を行っています。
シルバーステイあじさいとしては地域の皆様と関わりを持つことに
よって、地域住民が病院やデイケア等の社会資源との繋がりを提供
し、地域の皆様の安心感の一端を担えればと考えています。

片道20mのデイルームにて自主歩
行カードを使用して行います。利
用者の持久力に合わせて歩行距離
を決定し、自主的に歩いてもらっ
ています。

言語聴覚士

伊藤和也
理学療法士

柾木佳代子
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http://www.hokuto-hp.or.jp/hokuto/

居宅介護支援事業所 ほくと TEL（078）583-0440
在宅 ほくと http://www.hokuto-hp.or.jp/zaitakubu/

こやまクリニック

シルバーステイ あじさい

http://www.hmk-clinic .com/

訪問看護ステーション "ラポール" TEL（078）582-1153

http://www.hokuto-hp.or.jp/ajisai/

総合連携本部 つながり

ほくとヘルパーステーション TEL（078）582-5589
ほくと訪問リハビリステーション TEL（078）583-1771

谷上あんしんすこやかセンター TEL（078）583-2666

http://www.hokuto-hp.or.jp/

●

TEL（078）583-1771

●

●

●
●
●
●
●

TEL（078）581-1123

●内科／総合内科　●消化 器 内科  ●循環 器 内科　●消化 器 外 科
●肛門 外 科　●外　科　●整 形外 科　●形成外 科／美容外 科
●泌尿器 科　●眼　科　●皮  膚  科　●心 療 内科
●ペインクリニック内科　●リハビリテーション科

●月水金 9時～12時 ／ 14時～19時
●火 9時～12時 ／ 15時～19時
●土日 9時～12時

［受付時間］

木曜日・祝日は休診させていただきますが、患者さんのご容体・その他の事情によっては、
時間外や休日でも協力機関である神戸ほくと病院で診察させていただきます。

神戸市北区山田町下谷上字梅木谷37番3   TEL（078）583 -1771

神戸ほくと病院●

● 脊椎センター ● 内視鏡センター● 透析センター

●神戸電鉄「山の街」駅より徒歩15分  ●三ノ宮から新神戸トンネル経由  車で17分
●阪神高速北神戸線箕谷インターから車で5分

谷上

箕谷

鈴
蘭
台

山
の
街

北鈴蘭台

北神急行

新神戸トンネル

新神戸トンネル

有
馬
街
道

森林植物園▶

有馬・三田

三田

阪神高速北神戸線ひよどり台

出入口▶

神
戸

電
鉄

●シルバーステイあじさい

神戸ほくと病院 ●
こやまクリニック ●

●在宅ほくと
　（シニアホームほくと内）

TEL（078）583-2223

TEL（078）586-5066

こやまクリニックでは地域の依頼を受けて医師による健康教
室を開催しております。この度、整形外科：「背骨の曲がりをな
んとかしたい！～成人脊柱変性と腰部脊柱管狭窄症～」を開
催させていただきました。パワーポイントを使用し、身近な背
骨（脊柱）の話を理解していただけたと思います。

災害事態に備えた体制は、安心かつ安全にご入院いただく上
で不可欠の要素。万が一の災害にも患者様をお守りするため
の整備を心がけております。
2018年4月に、神戸ほくと病院の「防災マニュアル」を整備致
しました。近年、大規模な災害が各地で発生しております。 
6月の大阪北部地震で震度6弱の揺れが襲いました。病院の受
水槽が壊れ、非常用発電機が故障する事故がありました。9月
の台風21号では、送電網の被害により関西電力管内で大規模
停電が発生。多くの病院で停電が発生、非常用発電機の燃料
切れによる全停電の事例もあった様です。
「防災マニュアル」では、大地震、火災、停電、洪水・土砂災
害、雪害等を想定し、災害発災直後の人命保護、被害状況の
把握、応急対応について取り扱っております。
定期的に災害対策訓練を実施し、内容の見直しを行い災害に
備えたいと思います。

健康で明るい生活を取り戻すための医学的知識を深め、健康
管理を科学的に行うとともに会員相互の親睦を図ることを目
的に発足されました。
◦ 秋の親睦日帰り旅行（医師・看護師が同行しますので安心

して楽しめます。）
◦  ほくと健康祭り（出店があり年 1 回のお祭りです。昨年

よりケアハウス南風と合同でおこなっております。）
◦ ほくと健康増進会定期総会（年 1 回・健康教室もあります。）
◦ 会員証の発行、広報誌の送付

7月23日 第1 回 災害対策訓練を神戸ほくと病院にて実施しました。
「防災マニュアル」に沿って、発災直後の被害情報を災害対策本部
に集約する訓練を行いました。

10 月 15 日 災害対策本部設置シミュレーション（机上訓練）を、
神戸ほくと病院　災害対策本部メンバーで実施しました。クロノロ
ジーを作成し情報集約に取り組みました。発災直後の混乱した状
況の中、情報を集約する事の難しさと重要性を再認識できました。

※ 増進会に関するお問い合わせは
　☎ 078 -581-1123「ほくと健康増進会事務局」まで

i n f o r m a t i o n

健康教室を開催しております。  大規模災害への備え（BCP への取り組み）

ほくと健康増進会の活動報告

甲緑ふれあい
まちづくり協議会

【健康さわやかくらぶ】
北五葉　新生会 花山東団地集会所
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